
前
期

後
期

16201 国際学入門1 1

16401 国際学入門2 1

16257 国際政治史1 2

16457 国際政治史2 2

16256 国際関係論1 2

16456 国際関係論2 2

16049 国際コミュニケーション論 国際政治におけるマスメディアの役割、影響等 2

16249 国際コミュニケーション論1 ※2 2

16449 国際コミュニケーション論2 ※2 2

16206 国際経済学1 2

16406 国際経済学2 2

16207 世界システム論1 2

16407 世界システム論2 2

16208 国際貿易論1 2

16408 国際貿易論2 2

16209 国際協力論1 2

16409 国際協力論2 2

16210
(10019 ※4)

異文化理解1 1

16410
（10020 ※4）

異文化理解2 1

16062 国際学特論Ｅ
短期留学生用の英語による授業から、適切な科目が
開放される

2

16041 国際公共経済論A 国際政治経済秩序の形成と変容や、その理論等 2

16241 国際公共経済論A1 ※3 2

16441 国際公共経済論A2 ※3 2

16042 国際公共経済論B 国際法、国際機構、対途上国援助の概要を学ぶ 2

※4　学域ＧＳ科目として履修する場合の科目番号

発展途上国へのＯＤＡの意義、実態等を学ぶ

世界各地の文化（日本を含む）への理解を深める

国際政治経済秩序の形成と変容や、その理論等

近現代（戦前まで）の日本外交を中心に学ぶ

国際関係論の基礎となる概念や理論を学ぶ

国際経済に関する理論と実態の分析等を学ぶ

経済を中心に世界システムの形成と現状を学ぶ

国際貿易の意義、実態、実務等を学ぶ

※3　国際学類で「社会」（中学），「公民」（高校）の教員免許取得を目指す学生のみ履修，他の学生は「国際
　　　公共経済論Ａ」を履修してください。

国際政治におけるマスメディアの役割、影響等

※2　国際学類で「社会」（中学），「公民」（高校）の教員免許取得を目指す学生のみ履修，他の学生は「国際
　　　コミュニケーション論」を履修してください。

副専攻名　国際学[基礎]

副専攻のＣＰ（カリキュラム編成方針）

副専攻の学習成果

副専攻を構成する科目

グローバル化が進む国際政治、国際経済、国際社会の一般的な仕組みを学ぶとともに、国際コミュニケー
ションや異文化理解についても学び、国際社会に対する広角度の理解力を身につけることを目標とする
10単位以上を選択履修する

自己の専攻分野に加えて、国際社会に関する基礎的な知識と理解を得ることで、国際的業務に関わる際に
より効果的な役割を果たすことができるようになると期待される

開講期※1

学年学生の学習目標授業科目名科目番号

※1　開講期は、Ｗｅｂシラバスでご確認ください。

国際学とはどのような理念、内容を持つかを学ぶ
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